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南知多町での有機農産物の産地づくりに向けた取組について 

 
知多農林水産事務所 

 
 南知多町では人口減少と離農による遊休農地の増加が問題となる中、有機農業での就農

を志して南知多町へ移住を希望する人が最近増えています。このため、南知多町ではみど

りの食料システム戦略緊急対策交付金を活用し、2022 年度に有機農業者の地域への定着を

目的とする新たな取組を始めました。 

 

１ 主な取組内容 

（１）有機農業実施計画の策定 

  町長を座長として、有機農業者、慣行農業者、

農協、食品の流通加工関係企業、学識経験者、県

農業改良普及課で構成される検討会を開催し、南

知多町での有機農業の産地化に向けた取組指針

となる「有機農業実施計画」を策定しました。 

（２）有機農業推進のための具体的な取組 

 ア 有機農業スクール設置計画の策定 

有機農業者育成のための有機農業スクール

の設置に向けて、モデルとするスクールの運営

会社から新規就農者への教育やスクールを軸

としたコミュニティ形成、産地の形成と持続発

展等についてコンサルティングを受けました。 

イ 有機農産物の販路拡大 

南知多町、地元有機農業法人、有機農業産地

づくりの推進に賛同する加工・流通関係の企業

が連携協定を 2022 年５月６日に結びました。 

ウ オーガニックビレッジ宣言 

策定した「有機農業実施計画」をもとにオーガニックビレッジ※１宣言を 2023 年３

月 27 日に行いました。（※１ 有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や

地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める市町村のこと。） 

 

２ 今後の取組 

有機農業実施計画では、有機ＪＡＳの認証

に係る５年後の目標を設定し、これらの達成

に向けた取組を実施しています。 

 これまでの取組により、有機ＪＡＳ認証※２

を前提にした長期間の営農継続が可能な農地

の確保等に課題があることが分かりました。 

 Ｒ３ Ｒ９ 
  （現状値） （目標） 

農地 19 ha 21 ha 

農作物出荷量 171.6 ｔ 190.5 ｔ 

農業者数  4 名 9 名 

このため、今後、慣行農業と有機農業とを区分するゾーニングや遊休農地の再整備等の

検討を行っていきます。（※２ 播種または植付け前２年以上禁止された化学肥料や化学合成農薬を

使用しないこと等が求められる。） 

検討会の様子 

連携協定の締結 

表 現状と目標（有機ＪＡＳ認証） 

1

地域トピックス



 

 

田原市・ＪＡ愛知みなみ園芸農産物総合品評会（冬季）が開催 

 
東三河農林水産事務所 

 

田原市・ＪＡ愛知みなみ園芸農産物総合品評会（冬季）が、2023 年２月 17 日・18 日に

田原市総合体育館で開催されました。 

この品評会は「田原市における園芸農産物栽培技術の改善と品質の向上に資するととも

に、生産者の栽培意欲を高揚し、田原市の園芸農産物の生産振興を図ること」を目的に開

催されているものです。直近２年間はコロナ禍で中止となっており、今回３年ぶりの開催

となりました。 

品評会には、青果物の部に 293 点、花きの部に 310 点の合計 603 点と全国有数の産地の

田原市らしく、非常に多くの農産物が出品されました。 

今年は、夏の猛暑や８月下旬から９月にかけての多雨などの影響により、病害や生育障

害等が発生するなど、作柄が心配される状況でしたが、その後の好天により生育が回復し、

概ね良好な作柄となりました。 

このような条件のなか、外観・品質・食味ともに優れたものが多く、生産者の日頃の努

力と生産技術の高さを伺うことができました。 

出品された農産物については、市場関係者、

ＪＡ愛知経済連及び県関係機関で審査を行

い、農林水産大臣賞にミニトマト１点、愛知

県知事賞に輪菊等７点など、金賞 74 点、銀

賞 78 点を選出し、表彰が行われました。 

この品評会で、ＪＡ愛知みなみの農産物の

素晴らしさを積極的にＰＲし、田原市の農産

物への田原市の園芸農産物の生産振興につな

がるさらなる取組が期待されます。 

審査の様子 

表彰された農産物（青果物） 表彰された農産物（花き） 
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東京ギフト・ショーに愛知県産農産物の加工品が出展されました 

 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

2023 年２月 15 日（水）～17 日（金）に東京ビッグサイトで東京ギフト・ショー（主催：

株式会社ビジネスガイド社）が開催され、全国各地から数多くの商品が出展される中で、

愛知県産農産物を使った加工品も出展されました。 

 

１ 東京ギフト・ショーとは 

 東京ギフト・ショーは日本最大のパーソナルギフトと生活雑貨の国際見本市で、毎年

春と秋の年２回開催されています。 

今回の第 95 回東京インターナショナル・ギフト・ショー春 2023 は、３つのショー

で構成されており、そのひとつが、地域のプレミアムフードが集まる食の見本市「第 33 

回グルメ&ダイニングスタイルショー春 2023」でした。「ホームミール新時代！より美味

しく、本物・手づくり志向の食卓へ。」をテーマに多くの出展があり、日本商工会議所が

主催した「feel NIPPON 春 2023」のコーナーでは、各地の商工会議所が地域の商品やサー

ビスを出展していました。 

 

２ 愛知県産農産物の加工品 

多くの出展がある中で、愛知県産農産物を使った特色ある加工品も見られました。 

（１）茶 

豊田商工会議所のブースでは数店舗が出店しており、そのひとつで抹茶そばが展示

されていました。 

抹茶をふんだんに練りこんでいるのが特徴で、「普通の茶そばは、食べてもお茶っぽ

さが感じられない。しっかりと茶を感じられるそばを多くの人に食べてもらいたい」

という、茶の生産、販売を手掛ける社長の強い思い入れにより実現した商品です。濃

緑の見た目どおり、食べると濃厚な抹茶の味や香りが感じられるのが特徴です。 

指定する抹茶の配合比率が高いため、そばになり

づらく、あちこちの製麺所から製造を断られなが

ら、ようやく島根県内で作ってくれるところを見つ

けました。３年前に完成したもののコロナ禍のため

思うように売り込めず、満を持しての出展で「あと

は売り込むのみ」と意気込みを見せていました。今

後は、商品を広く知ってもらうためレシピコンテス

トなどを計画されています。 

 

抹茶をふんだんに
練りこんだそば 
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（２）米 

江南商工会議所のブースでは、愛知県育成品種のもち米「やわ恋もち」を用いたカ

ステラが展示されていました。 

通常カステラは小麦粉を用いますが、三河地方の中山間部の契約農家で栽培された

「やわ恋もち」から作ったもち粉と、米粉によるグルテンフリーのカステラで、ぱさ

つきがなく、もちっとした食感があります。甘味の原料には三河地方の本みりんを用

いて優しい甘さとなっており、蜂蜜を使用しないた

め幼児でも食べられます。添加物や保存料を使わず、

原料は愛知県産が主というのも特徴となっていま

す。 

評判は上々のようで、試食後にわざわざ「おいし

かった」と言いに戻って来られた来場者もいました。

会期の半分ほどが経過した時点で出展店舗担当者が

交換した名刺は 50 枚以上とのことで、「これがどれ

だけ実を結ぶかが肝心」と気を引き締めてみえまし

た。 

 

（３）名古屋コーチン 

小牧商工会議所のブースでは、名古屋コーチンの肉や、卵を使った加工品などが展

示されていました。 

出展店舗担当者によると名古屋コーチンの知名度は高く、訪問者のほとんどが名古

屋コーチンを知っている反面、食べたことのない方が多数おられるとのことでした。 

ここでは新しく商品化されるプリンに人気が集まっており、発売時期や価格、保存

日数について多くの訪問者が質問しており、中には輸出業者がおられました。 

また、この店舗では以前からシフォンケーキなどを

製造販売しており、「卵白を使うシフォンケーキと、卵

黄を使うプリンは、卵を無駄なく使うことができて相

性がいい」と話していました。養鶏場が近くにあるた

め産みたての卵を使用し、添加物は入れない点にこだ

わっています。砂糖は少し入れている程度で、ふわっ

とした甘味、とろんとした風味が特徴で、３月中に発

売予定とのことでした。 

 

こうした愛知県産の農産物を使った加工品が、より多くの人に PR でき、知られること

は、愛知県農業の活性化の一助になると思われます。 

「やわ恋もち」を使った

カステラ 

名古屋コーチンを用いた

プリン 
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2023 年度愛知県産地交付金について 

 
園芸農産課 

 
１ 産地交付金の概要 

産地交付金とは、食料自給率向上を目的に、水田における主食用米以外の作物栽培を

推進するための水田活用の直接支払交付金に係る支援策のひとつであり、地域の作物振

興の設計図となる「水田収益力強化ビジョン」に基づき、特色ある魅力的な産地づくりに

向けた取組を支援します。水田収益力強化ビジョンは県と各地域農業再生協議会がそれ

ぞれ作成しています。 

                   

２ 水田活用の直接支払交付金の交付申請手続き等について 

交付対象者は販売農家又は集落営農であり、交付申請者は生産年の６月 30 日までに交

付申請書を地方農政局又は地域農業再生協議会へ提出します。 

 

３ 2023 年度愛知県産地交付金について 

  「2023 年度愛知県水田収益力強化ビジョン」では以下の９つの取組を独自に支援しま

す。 

（１）大豆の生産安定 

大豆の収量向上・安定化を目指すため、①土壌改良剤の散布、②排水対策（暗

渠）の実施、③殺虫剤の散布（鱗翅目類）の３つの取組のうち１つ以上の取組に

対し支援します。 

 

（２）飼料用米の作付推進 

需要に応じた米生産を推進するため、直播栽培や土づくり（堆肥の施用、ケイ

酸質資材の施用）等の８つの取組のうち１つ以上の取組を行った飼料用米の作付

に対し支援します。 

 

（３）米粉用米の作付推進 

ウクライナ情勢等に関連した小麦価格高騰の影響により、小麦代替として注目

が集まっている米粉用米の作付を推進します。直播栽培や土づくり（堆肥の施用、

ケイ酸質資材の施用）等の８つの取組のうち１つ以上の取組を行った米粉用米の

作付に対し支援します。 

 

（４）飼料用米・米粉用米複数年契約 

飼料用米・米粉用米の安定的な供給のための複数年契約（2021 年産から 2023 年

産の３年契約）の取組に対し支援します。 

 

（５）米粉用米複数年契約 

米粉用米の安定的な供給のための複数年契約（2023 年産から 2025 年産の３年

契約）の取組に対し支援します。 
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（６）加工用米複数年契約 

加工用米の安定的な供給のための複数年契約（2022 年産から 2024 年産の３年

契約）の取組に対し支援します。 

 

（７）稲ＷＣＳの作付推進 

 輸入飼料価格の高騰による国産飼料の需要の高まりを受け、稲ＷＣＳの作付を

推進します。直播栽培や土づくり（堆肥の施用、ケイ酸質資材の施用）等の５つ

の取組のうち１つ以上の取組を行った稲ＷＣＳの作付に対し支援します。 

 

（８）飼料用とうもろこしの作付推進 

輸入飼料価格の高騰による国産飼料の需要の高まりを受け、需要者との利用協

定を行った飼料用とうもろこし（子実用とうもろこし、青刈りとうもろこし）の

作付に対し支援します。 

 

（９）牧草の作付推進 

輸入飼料価格の高騰による国産飼料の需要の高まりを受け、需要者との利用協

定を行った牧草（ソルゴー、イタリアンライグラス、エンバク）の作付に対し支

援します。 

 

注．各メニューは国からの計画認定前の内容ですのでご注意ください。2023 年度

水田収益力強化ビジョンの詳細については、各地域農業再生協議会へお問い合わ

せ下さい。 

6



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：チンゲンサイ）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2022年実績 １，２１８ ５６３ ３００ ２７２ 静岡（４８％）
(４６％) 愛知（４６％）

茨城（ ４％）
2023年見通し １，２００ － ３１０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

静岡、愛知、茨城を中心に入荷する。生 愛知は生育順調で品質も良好であるが、夏
育は順調で、昨年と同様に安定した入荷を 場の暑さで傷みが出やすいため、適期収穫を
見込む。産地での作付面積も前年並となっ 心掛け、品質維持を徹底していただきたい。
ている。給食が始まる４月中旬頃から需要 コロナ禍による規制も緩和され、業務や給
が高まる予想。 食向けの需要が回復してきたので、今後も栽

入荷量は前年並、価格は前年をやや上回 培面積の維持と、安定出荷をお願いしたい。
る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：さやえんどう）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2022年実績 １，７９４ ３１０ １，１７８ １，２１３ 鹿児島（２９％）
（１７％） 愛知 （１７％）

長崎 （ ９％）
2023年見通し １，８００ － １，１５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

冷え込みの影響で生育が遅れたうえ、九 ハウス栽培である愛知県に対しては、安定
州産地での霜害により数量が少なく高値基 供給の期待が大きく、引き続き安定供給及び
調が続いたが、３月に入ると入荷量が増え 産地基盤の維持拡大をお願いしたい。
高値の反動もあって下げ相場となった。 ガク枯れについて、他県産では返品扱いで

４月上旬までは数量が多いものの、その あり等級規格に含まれないことから、他県同
後は例年通り入荷量を徐々に減らしながら 様の扱いとなるよう、基準の見直しをお願い
堅調な価格推移が見込まれる。 したい。

入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。

※さやえんどうに、きぬさやえんどう、スナップエンドウ、砂糖えんどう、オランダさやを含む。
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名古屋・東京市場における青果物の４月の見通し

３月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ３２，４４４ 213 210 204 愛知 28%

2019年 ３５，７８１ 226 225 201 北海道 10%

2020年 ３５，８７６ 239 245 227 茨城 10%

2021年 ３８，３０９ 218 204 217 鹿児島 10%

2022年 ３３，５０４ 258 251 245 徳島 7%

５ ヵ 年 平 均 ３５，１８３ － － －

2023年見通し ３４，８００ － － －

2018年 １，８８２ 84 89 93 千葉 49%

2019年 ２，１８６ 96 111 75 愛知 34%

2020年 １，６０８ 129 111 120 鹿児島 13%

2021年 ２，１７３ 73 81 88 静岡 2%

2022年 ２，０２６ 99 119 96 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 １，９７５ 95 102 93

2023年見通し １，９００ 100 100 100

2018年 １，５３２ 231 231 239 徳島 98%

2019年 ２，３２１ 109 127 128 愛知 1%

2020年 ２，４３４ 177 148 136 長崎 1%

2021年 ２，４２９ 168 164 170 0 0%

2022年 ２，０３４ 126 127 144 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，１５０ 158 155 158

2023年見通し ２，１００ 150 150 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２０９

２１７

２３７

２１３

２５１

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８６

９２

１１８

７８

１０２

９４  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２２５

２２０

　愛知、北海道などから入荷する。気温上昇
により、各品目とも生育は概ね順調で、安定
した入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。

１５０

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、愛知を中心に鹿児島からも入荷す
る。千葉は、安定した入荷を見込む。愛知は
中～下旬に増えてくる見込みだが、面積減少
傾向のため、引き合いは強いか。千葉の入荷
量次第で、相場は影響する予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前年
並の見込み。

１５７

　ほぼ全量を徳島から入荷する。徳島はＬ、
Ｍ中心で、安定した入荷を見込む。今年は昨
年と比較し、前半の入荷が多くなる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
かなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に
　
ん
　
じ
　
ん

２３４

１２２
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１３３
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注）

3月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 １２５，１９１ 223 229 227 茨城 16%

2019年 １２８，９２１ 245 253 226 千葉 14%

2020年 １２４，５９７ 256 259 258 愛知 8%

2021年 １２８，１０１ 226 236 246 神奈川 8%

2022年 １１８，７５４ 268 278 270 北海道 5%

５ヵ年平均 １２５，１１３ － － －

2023年見通し １２７，０００ － － －

2018年 １０，４９４ 73 86 91 千葉 78%

2019年 ９，９８２ 93 112 81 茨城 11%

2020年 ９，４８７ 108 107 122 神奈川 7%

2021年 １０，２０７ 59 68 84 福岡 2%

2022年 ９，４３０ 88 110 90 長崎 1%

５ヵ年平均 ９，９２０ 84 96 93

2023年見通し ９，６００ 100 95 90

2018年 ６，６４０ 210 213 220 徳島 80%

2019年 ７，８４４ 108 127 128 北海道 6%

2020年 ９，２６５ 179 154 145 静岡 4%

2021年 ８，４４５ 155 160 173 千葉 3%

2022年 ７，３１５ 118 124 136 青森 2%

５ヵ年平均 ７，９０２ 154 154 159

2023年見通し ７，５００ 160 150 155

だ
　
い
　
こ
　
ん

８３

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２６

２４２

２５８

２３５

前年主要産地（％）

２４６

２５５

 前年及び本年の

９６

１１２

９６

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

９１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１５５

２７２

１２７

１５５

　徳島を中心に北海道などからの入荷とな
る。主力の徳島は生育に大きな問題はな
い。干ばつの影響による細物傾向は、降雨
により解消し、月前半は安定した入荷を見
込むも、後半は減らすか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
安値だった前年を大幅に上回る見込み。

　茨城、千葉など関東産地からの入荷が中
心となる。３月は気温上昇と降雨により順
調に入荷した。下旬に気温低下や曇雨天で
一時的に量を減らしたものの４月は潤沢な
入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年をかなり下回る見込み。

　千葉を中心に茨城などからの入荷とな
る。千葉は低温や干ばつによる生育遅れは
解消して概ね生育順調。神奈川は最終盤で
量を大きく減らし、茨城は量を増やしてい
く。総じて出回りに不足はない見込み。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。

６９

に
　
ん
　
じ
　
ん

２１４

１２１

１５８

１６３

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。
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３月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２，０４５ 57 68 59 茨城 68%

2019年 ２，２３３ 79 88 61 愛知 11%

2020年 ２，６４６ 155 192 244 三重 7%

2021年 ２，４００ 50 49 54 熊本 6%

2022年 ２，１１４ 106 76 56 兵庫 6%

５ ヵ 年 平 均 ２，２８７ 92 98 101

2023年見通し ２，１００ 80 80 80

2018年 ３，４４１ 87 103 89 愛知 93%

2019年 ３，７９７ 93 94 73 神奈川 2%

2020年 ３，８４６ 106 139 158 滋賀 1%

2021年 ４，５６９ 63 79 79 静岡 1%

2022年 ４，３２７ 105 116 83 兵庫 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９９６ 90 106 96

2023年見通し ４，２００ 80 80 80

2018年 ２６４ 457 542 537 茨城 37%

2019年 ３４５ 500 510 364 愛知 28%

2020年 ３０５ 539 617 568 岐阜 24%

2021年 ３６６ 382 526 534 静岡 4%

2022年 ２７１ 458 508 533 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ３１０ 465 540 503

2023年見通し ３２０ 500 500 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に、神奈川などから入荷する。
愛知は生育良好で、順調な入荷を見込み、新
キャベツを中心に入荷を予想。１～２月期
に、雨が少なく生育が遅れ気味だが、今後の
雨と気温で回復が見込まれるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に愛知、三重などから入荷す
る。やや前進傾向での入荷を見込み、作付面
積は減少傾向。漬物、加工業務は依然厳しい
環境の予想。
　入荷量は前年並、価格は安値だった前年を
やや上回る見込み。

９１

８５

１３６

７３

９８

９６

は
　
く
　
さ
　
い

６１

７６

１９９

５０

７７

９６

　茨城、愛知を中心に入荷する。茨城は安定
した入荷を見込む。岐阜の高冷地物の入荷が
昨年より早く、愛知や岐阜の露地物も例年よ
り切り上がりが早い見込みから、中旬以降は
ハウス物主体となる予想。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前年
並の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

５０９

４４９

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４６５

５００

４９６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

８０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

５７２
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3月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ６，６３０ 40 49 50 茨城 97%

2019年 ６，３９９ 77 84 58 長崎 2%

2020年 ６，４８５ 158 187 215

2021年 ６，４８５ 37 41 45

2022年 ５，９９５ 123 73 48

５ヵ年平均 ６，３９９ 86 87 84

2023年見通し ５，９００ 95 90 85

2018年 １８，９７７ 95 99 76 神奈川 43%

2019年 １９，１４８ 90 103 73 愛知 37%

2020年 １７，７２８ 121 137 164 千葉 17%

2021年 １９，９１７ 60 73 78 茨城 2%

2022年 １９，３５８ 111 121 88 岡山 1%

５ヵ年平均 １９，０２６ 95 106 95

2023年見通し １９，５００ 100 95 90

2018年 １，０９１ 420 591 475 茨城 46%

2019年 １，２９９ 495 491 311 群馬 33%

2020年 １，２６０ 545 591 545 埼玉 9%

2021年 １，４２１ 348 532 430 栃木 5%

2022年 １，３２２ 447 484 472 千葉 3%

５ヵ年平均 １，２７９ 449 535 445

2023年見通し １，４００ 440 460 450

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７７

８５

９０

１３９

　茨城からの入荷がほとんどを占める。干
ばつにより一部地域では生育遅れがあるも
ののおおむね生育順調。３月中旬に始まっ
た春はくさいはピークに入る。多少の増減
あるも安定した入荷が続くと見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に上回る見込み。

４６

７４

１８８

９０

１０６

９８

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　神奈川、愛知、千葉からの入荷が中心と
なる。いずれの産地も生育はおおむね順
調。神奈川、千葉はピークに入り量を増や
していく。愛知も順調な入荷が続き、総じ
て潤沢とみる。価格は需要次第か。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。群馬県の一部産地で低温乾燥の
ため葉の傷みがみられるものの、各産地と
も生育はおおむね順調。総じて潤沢な入荷
が見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

９５

は
　
く
　
さ
　
い

４１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４８８

４２５

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

９０

５５９

４２８

４６８

４７２

 前年及び本年の
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３月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ６５０ 309 337 391 大分 29%

2019年 ７１５ 316 362 378 鳥取 13%

2020年 ７１６ 381 397 423 静岡 10%

2021年 ６８６ 409 458 525 愛知 10%

2022年 ７５５ 374 375 401 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ７０４ 358 386 423

2023年見通し ７３０ 360 370 400

2018年 １，７８２ 153 174 154 茨城 39%

2019年 １，７０３ 233 227 184 兵庫 32%

2020年 １，６６９ 208 244 272 長野 10%

2021年 １，９７６ 130 152 168 愛知 5%

2022年 ２，００３ 204 223 152 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 １，８２７ 184 203 184

2023年見通し １，９００ 200 200 170

2018年 １，７９７ 209 207 209 愛知 50%

2019年 ２，０１６ 243 220 202 宮崎 14%

2020年 １，７６９ 301 288 245 群馬 13%

2021年 １，９３４ 266 268 249 高知 9%

2022年 １，６１０ 263 255 288 鹿児島 8%

５ ヵ 年 平 均 １，８２５ 256 247 237

2023年見通し １，７００ 270 270 250

４００

４６１

３８４

３８７

品
目
名

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、鳥取、静岡などから入荷する。各産
地、生育は平年並で、順調な入荷を見込む。
大分は、新ねぎへの端境期となり、全体的に
少なめの傾向。愛知は、越津ねぎがほぼ終了
となり、一本ねぎに切り替わる予想。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年並
の見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６０

２１４

２４０

１４８

１８７

１８８  前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫を中心に入荷する。各産地、平
年並の入荷を見込み、Ｌ、２Ｌ中心の入荷予
想。長野は低温、干ばつで定植にやや遅れあ
り。量販店でのサラダ需要は引き続き強く、
堅調な販売見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年並
の見込み。

 前年及び本年の

２６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、群馬などから入荷す
る。各産地、生育は順調で、安定した入荷を
見込む。冬春産地から春産地へ移行し、産地
数も増加し、数量も増量する見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年並
の見込み。

２４５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３４１

３５０

ね
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3月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ３，８３０ 283 332 388 千葉 33%

2019年 ４，１７８ 260 321 345 茨城 21%

2020年 ４，０９２ 329 298 394 埼玉 19%

2021年 ３，７１９ 448 508 518 栃木 9%

2022年 ４，２９７ 337 341 358 群馬 6%

５ヵ年平均 ４，０２３ 330 357 398

2023年見通し ４，３００ 280 330 380

2018年 ７，３２７ 145 159 136 茨城 60%

2019年 ６，８１９ 215 223 158 兵庫 11%

2020年 ５，７５５ 194 227 240 群馬 6%

2021年 ７，０２２ 115 142 150 栃木 4%

2022年 ６，８７０ 186 203 145 福岡 4%

５ヵ年平均 ６，７５９ 170 189 163

2023年見通し ６，８００ 180 170 160

2018年 ７，４４６ 225 209 217 群馬 24%

2019年 ７，３３９ 256 235 197 埼玉 23%

2020年 ６，９３２ 324 296 251 宮崎 18%

2021年 ７，４１７ 283 271 245 茨城 11%

2022年 ６，７２６ 280 268 279 千葉 11%

５ヵ年平均 ７，１７２ 273 255 237

2023年見通し ６，９００ 300 270 240

品
目
名

３３９

３６０  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４９０

３４６

　千葉、茨城など関東産地からの入荷とな
る。主力千葉は気温高により生育は前進化
している地域があるほか各産地とも生育順
調。春ねぎが始まっており、初夏ねぎは中
旬からスタート。順調な入荷を見込む。
　入荷量は多かった前年並となり、価格は
前年をやや下回る見込み。
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１４７

１９９

２１９

１３３

１７６

１７３  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心とした関東産地や兵庫などか
らの入荷となる。低温乾燥による生育遅れ
は気温高と降雨で解消し、生育はおおむね
順調。地域により前進化もみられる。入荷
量に不足はない見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

 前年及び本年の

２７５

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２５４

　群馬、埼玉など関東産地を中心に宮崎な
どからの入荷となる。各産地とも生育順
調。これまでは低温のため遅れがみられて
いたが、気温上昇により数量を増やし、不
足感のない出回りを見込む。
　入荷量は少なかった前年をわずかに上回
り、価格は前年並となる見込み。

　　　　区分
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と見通し
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３月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ７９３ 345 320 314 熊本 61%

2019年 ８５１ 339 333 337 愛知 33%

2020年 ７９３ 372 373 383 高知 4%

2021年 ７８１ 352 351 354 宮崎 3%

2022年 ８１４ 328 322 314

５ ヵ 年 平 均 ８０６ 347 340 340

2023年見通し ８３０ 330 320 320

2018年 １，５０２ 307 302 292 熊本 52%

2019年 １，６１２ 360 322 268 愛知 19%

2020年 １，２６７ 406 355 319 三重 16%

2021年 １，５５９ 305 284 288 岐阜 12%

2022年 １，３４６ 342 340 301 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，４５７ 342 319 292

2023年見通し １，４５０ 320 320 320

2018年 ５６６ 599 596 582 熊本 65%

2019年 ６２３ 676 639 568 愛知 30%

2020年 ５４２ 721 654 580 和歌山 3%

2021年 ７５４ 559 526 542 宮崎 2%

2022年 ７２９ 622 604 565 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６４３ 630 600 566

2023年見通し ７３０ 600 550 550

な
　
　
　
　
す

３２７

３３５

３７６

３５２

３２０

３４２  前年及び本年の

３２４  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知が中心となる。各産地、平年並
で順調な入荷を見込む。熊本はピークとな
り、潤沢な入荷を予想。量販店も、果菜類の
拡販期に入り、特売やフェア等のイベントも
実施されるため、引き合いは強まるか。
　入荷量、価格はともに前年並の見込み。
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３１０

３５６

２９１

３２４

３１４  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知、三重などから入荷す
る。２月以降の天候の回復、気温や日照の上
昇から順調な入荷を見込む。下旬から最盛期
となり、５月の連休前から入荷のピークに入
る見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前年
並の見込み。
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５６８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。１月下旬か
ら３月中旬までは、少なめでの推移したが、
４月上旬までは前年より多い入荷量を見込
む。上旬から単価安となり、売込も活発にな
るため、月を通して安定した需要があるか。
　入荷量は前年並、価格は前年をやや下回る
見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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3月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ３，６２３ 356 368 388 高知 56%

2019年 ３，６４９ 408 413 379 福岡 18%

2020年 ３，３７３ 440 441 448 熊本 11%

2021年 ３，６３６ 408 424 408 群馬 5%

2022年 ３，９９３ 350 331 349 栃木 3%

５ヵ年平均 ３，６５５ 391 394 393

2023年見通し ３，７００ 360 350 340

2018年 ７，４６４ 338 331 329 熊本 29%

2019年 ７，２８８ 404 376 308 栃木 27%

2020年 ６，１３２ 454 407 377 愛知 12%

2021年 ７，３４６ 348 323 334 茨城 6%

2022年 ６，８０８ 381 384 351 千葉 5%

５ヵ年平均 ７，００８ 382 362 338

2023年見通し ７，０００ 420 350 310

2018年 ２，１２２ 546 541 545 熊本 43%

2019年 ２，２７９ 660 597 522 愛知 18%

2020年 ２，０８７ 661 610 546 千葉 9%

2021年 ２，３６５ 528 504 509 宮崎 9%

2022年 ２，２７８ 615 592 544 静岡 7%

５ヵ年平均 ２，２２６ 601 568 533

2023年見通し ２，３００ 660 580 530

　熊本、愛知、千葉からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育はおおむね順調。気温
上昇、日射量の増加に伴い入荷量は増加傾
向となり、下旬にピークとなる見込み。潤
沢な入荷で、相場は下げ基調となるか。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。
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３７０

４００

４４３

４１３

３４３

３９２  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に福岡などの西南暖地のほ
か、群馬などからの入荷となる。各産地と
も生育はおおむね順調。３月の曇雨天によ
る生育遅れは回復を見込む。着花・着果は
良好で、潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３３３

３６０
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３３５

３７０

３６０  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

　熊本、栃木、愛知からの入荷が中心とな
る。各産地とも生育はおおむね順調。小玉
傾向からの肥大改善を見込む産地はある一
方、小玉傾向が続くとも見込む産地もあ
る。潤沢な入荷により価格は軟化するか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をわずかに下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５４４

５９１

６０４

５１４

５７９

５６６

５９０

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場

0

150

300

450

600

0

1,500

3,000

4,500

6,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

0

100

200

300

400

500

600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

0

300

600

900

1200

0

800

1,600

2,400

3,200

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

単価

円/Kg
数量

t

月

15



３月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ６９５ 351 302 333 鹿児島 45%

2019年 ６９３ 511 431 364 宮崎 26%

2020年 ６１２ 604 627 613 茨城 17%

2021年 ７１２ 492 430 434 高知 11%

2022年 ６３６ 436 435 439 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 ６７０ 476 441 432

2023年見通し ６４０ 490 450 440

2018年 ２，７２４ 122 126 152 鹿児島 84%

2019年 ３，１４９ 133 147 146 北海道 12%

2020年 ３，４３９ 215 173 181 長崎 4%

2021年 ２，８９０ 289 316 313 0 0%

2022年 ２，７３６ 235 274 255 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，９８８ 199 205 207

2023年見通し ２，７００ 200 200 200

2018年 ６，０８５ 103 96 82 北海道 57%

2019年 ６，３８７ 116 102 104 愛知 36%

2020年 ７，５０６ 70 64 59 静岡 2%

2021年 ７，７７１ 82 69 68 中国 2%

2022年 ５，０７１ 244 154 219 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，５６４ 115 92 99

2023年見通し ６，２００ 110 110 110
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３１２

４２６

６３１

４４３

４２９

４４４  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、茨城を中心に入荷する。気
温上昇とともに、各産地増量傾向になる予想
で、天候次第だが、順調な入荷を予想。肥大
も進み大玉（バラ）の入荷が増える見込み。
　入荷量は前年並、価格はかなり上回る見込
み。
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１４３

１８７

３０９

２５７

２０４  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島を中心に入荷する。鹿児島は、離島
の４月出荷の産地が多い予想だが、不安定と
なる見込み。北海道は、計画出荷がほぼ終
了。長崎は生育が遅れ気味で、５月下旬の販
売を見込む。
　入荷量は前年並、価格は高値だった前年を
大幅に下回る見込み。
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１９８

１００  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知を中心に入荷する。北海道は
一部出荷残し、契約出荷でＬ大中心の予想。
愛知は、知多、碧南のネット出荷も始まり、
本格的に増量する。年内からの低温、干ばつ
で小玉傾向だが、今後の天候で玉肥大は進む
か。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。
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3月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２，３６８ 414 373 374 茨城 52%

2019年 ２，４２６ 562 480 425 宮崎 26%

2020年 ２，３９９ 650 650 646 高知 13%

2021年 ２，５３０ 513 470 457 鹿児島 8%

2022年 ２，５１９ 483 490 489 沖縄 1%

５ヵ年平均 ２，４４８ 524 493 478

2023年見通し ２，５００ 550 500 480

2018年 ８，３３３ 110 112 125 鹿児島 64%

2019年 ８，８８４ 126 133 140 北海道 27%

2020年 １０，０１３ 161 150 163 長崎 9%

2021年 ７，４９１ 294 299 309

2022年 ６，８５５ 236 269 257

５ヵ年平均 ８，３１５ 180 185 192

2023年見通し ７，０００ 190 160 130

2018年 １１，９０５ 110 99 99 北海道 43%

2019年 １３，１８９ 124 126 114 佐賀 41%

2020年 １４，２５８ 70 64 48 中国 4%

2021年 １３，６５６ 82 74 81 熊本 3%

2022年 ９，１７３ 245 243 334 静岡 3%

５ヵ年平均 １２，４３６ 118 112 121

2023年見通し １２，０００ 140 120 100

　北海道が終盤になり佐賀からの入荷が本
格化していく。貯蔵の北海道は安定した入
荷を見込む。生育遅れがみられる佐賀は、
遅れは解消しつつあり、量を増やしていく
見込み。総じて潤沢な出回りを見込む。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３８７

４８５

６４８

４８０

４８７

４９７  前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に、宮崎などの西南暖地から
の入荷となる。主力茨城は３月の曇雨天に
よる生育遅れがみられるも気温上昇に伴い
回復し、入荷量は増加していく。西南暖地
は順調な出方で、全体量は十分な見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や上回る見込み。

１３２

１５８

３０１

２５５

１８６

　鹿児島を中心に、終盤の北海道のほか、
長崎からの入荷となる。北海道はほぼ終了
し残量は少ない。鹿児島は１月の寒波等に
より生育は遅れており、入荷も遅れる。総
じて出回りに不足はない見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１０２

１２２

５９

７９

２７４

１１７  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１１５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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３月１７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ６，０８３ 443 431 430 フィリピン 23%

2019年 ６，９９７ 419 432 432 熊本 16%

2020年 ５，８５４ 455 469 445 青森 16%

2021年 ７，２４３ 433 402 420 愛知 10%

2022年 ６，９２６ 464 473 454 ニュージーランド 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，６２１ － － －

2023年見通し ７，３００ － － －

2018年 ７６１ 1,148 1,079 1,090 愛知 67%

2019年 ９２４ 1,065 1,054 1,053 熊本 20%

2020年 ７０６ 1,199 1,188 1,139 鹿児島 4%

2021年 ８２４ 1,049 1,012 1,067 佐賀 3%

2022年 ７３５ 1,118 1,094 1,065 福岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ７９０ 1,111 1,081 1,081

2023年見通し ７５０ 1,100 1,050 1,050

2018年 ２０７ 377 463 496 熊本 76%

2019年 ２３６ 526 482 493 鹿児島 11%

2020年 ２０１ 612 577 503 メキシコ 4%

2021年 １６０ 537 551 556 その他 4%

2022年 １７７ 644 629 590 その他中南米 1%

５ ヵ 年 平 均 １９６ 535 535 523

2023年見通し １６０ 650 620 580

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、鹿児島などから入荷する。九州は作
付面積が減少傾向。寒波の影響で遅れていた
分が、気温上昇により追いついたが、小玉傾
向となる見込み。
　入荷量はかなり下回り、価格は高値だった
前年並の見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

４５９

４９３

５３０

５２１

６０３

５１８

 前年及び本年の

１，０５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に熊本などからも入荷する。高
温の影響により前進傾向で、天候による品質
低下のおそれあり。上～中旬で、３番果の
ピークの見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は前
年をやや下回る見込み。
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 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、りんごなどが主な品目となる。り
んごは、４月中下旬からＣＡ品に切り替わる
が、販売単価は伸び悩む予想。すいかは、無
加温が多く、肥大が悪いため、初期は小玉傾
向の予想。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計
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品
目
名

　　　　区分
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と見通し

前年主要産地（％）
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３月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2018年 ２３，９６３ 518 480 469 青森 19%

2019年 ２６，８６３ 490 474 477 熊本 17%

2020年 ２３，６４９ 512 503 490 愛媛 10%

2021年 ２８，０６０ 494 452 450 栃木 9%

2022年 ２３，９５３ 547 554 541 フィリピン 7%

５ヵ年平均 ２５，２９８ － － －

2023年見通し ２５，０００ － － －

2018年 ４，２９１ 1,152 1,050 1,046 栃木 47%

2019年 ４，９１２ 1,103 1,101 1,079 福岡 14%

2020年 ４，１０４ 1,172 1,140 1,151 茨城 11%

2021年 ５，０５５ 1,070 969 984 静岡 8%

2022年 ４，６５５ 1,180 1,148 1,096 佐賀 7%

５ヵ年平均 ４，６０３ 1,133 1,079 1,068

2023年見通し ４，５５０ 1,150 1,070 1,050

2018年 ６０８ 632 561 512 茨城 63%

2019年 ７３５ 629 568 498 熊本 55%

2020年 ６４８ 650 559 497 ホンジュラス 4%

2021年 ９３９ 706 606 550 メキシコ 3%

2022年 ７０１ 831 706 630 宮崎 2%

５ヵ年平均 ７２６ 692 602 539

2023年見通し ７００ 800 690 550

 前年及び本年の

６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からオトメメロン、熊本からアンデ
ス、クインシーが入荷する。４月上旬の入荷
量は生育の遅れにより少なく、４月中下旬か
ら入荷のピークを迎え、２Ｌ主体となる見込
み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

５４２

５３７

５３０

５８７

６６７

５７５

 前年及び本年の

１，０９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

　栃木を中心に福岡、茨城などの各産地から
入荷する。主力となる栃木は安定した入荷と
なる見込み。各産地ともに４番果へ切替わり
ダラダラとした入荷となるも、気温の上昇に
より小玉傾向となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

　いちご、かんきつ類、りんごを中心に、ハ
ウスみかんなど施設果樹も入荷する。ハウス
みかんの入荷が始まるも、生産者減で入荷量
を減らすか。りんご類の在庫は潤沢で入荷量
は平年並を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
かなり下回る見込み。
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５００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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切　花　・　鉢　花　の　４　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　３月３１日現在）

2018年 １，７８１ ３５
実 2019年 １，６７２ ３８

2020年 １，１７９ ２７
績 2021年 １，２６１ ３３

2022年 １，０６６ ５９

１，３９２ ３７

１，１００ ５５

概
　
要

2018年 １，１５３ ２６
実 2019年 ９８０ ３３

2020年 ８２４ ２１
績 2021年 ９２４ ２３

2022年 ８５６ ３４

９４７ ２７

８００ ３０

概
　
要

2018年 １，５４７ ２７
実 2019年 １，２４６ ４３

2020年 ９９６ ３２
績 2021年 １，１６６ ５４

2022年 １，２７２ ６２

１，２４５ ４３

１，２５０ ６０

概
　
要

2018年 ２３８ ５２
実 2019年 １８２ ７８

2020年 １６１ ５５
績 2021年 ２０２ ６９

2022年 ２１５ ８５

２００ ６８

２００ ８０

概
　
要

2023年見通し

和歌山、高知、熊本からの入荷となる。３月の日中の気温高から前進傾向となっており、
出荷の谷になる産地が多くなりそうで、下旬から増えていく見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

沖縄中心の入荷。上旬は少ない見通し。中旬以降は年末の返しも始まり、少しづつ安定入
荷してくる見込み。下旬からの母の日参りに期待される。

５ヵ年平均

2023年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

愛知、和歌山中心の入荷。厳寒から一気に暖かくなり、３月の出回りが増えたため、４月
の国内産地は少し谷になる見込み。回復してもそれほどの山はなく、ダラダラ出荷になる
見込み。輸入物は昨年並の入荷予定。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 愛知中心の入荷。上旬は入荷量少なめ、中旬頃から年末の返し始まり、入荷量も伸びてく

る。需要も少ない時期で動きは鈍そう。下旬からは母の日参りの需要に期待。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2023年見通し

５ヵ年平均

2023年見通し

単位：千本、円／本
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2018年 ３０１ １５３
実 2019年 ２６３ １８４

2020年 ２３１ １２３
績 2021年 ２５８ １６０

2022年 ２３０ １７３

２５７ １５９

２３０ １７０

概
　
要

2018年 ３５６ ７８
実 2019年 ４１０ ７３

2020年 ２０６ ８８
績 2021年 ２７２ ９７

2022年 ２５７ １４１

３００ ９２

２６０ １２０

概
　
要

2018年 ８４９ ４８
実 2019年 ７２７ ６５

2020年 ５０５ ５６
績 2021年 ６３０ ８０

2022年 ７４０ ８２

６９０ ６６

７００ ８０

概
　
要

2018年 １，５１２ ４８
実 2019年 １，３４８ ５６

2020年 ８３５ ４９
績 2021年 １，２１５ ５９

2022年 １，２６２ ６５

１，２３４ ５５

１，２５０ ６０

概
　
要

2023年見通し

初夏の花木の入荷が順調に始まる。ドーダン、スノーボール、大葉ウリ、ヤマブキ、姫
リョウブ、銀芽などは例年よりも早めの出荷になる見込み。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2023年見通し

愛知、徳島、静岡、鹿児島などの国産に加え、輸入品が入荷する。デンファレは全体的に
入荷減。特にアンナは顕著。オンシジュームは平年並の入荷で上位等級の発生率が上が
る。カトレアは気温の上昇とともに入荷増え、中旬頃にピーク迎える。コチョウランは輸
入品の流通制限が緩和となり、入荷増の見込。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2023年見通し

愛知、岐阜、三重中心に入荷。輸入の入荷が少なくなり、高冷地産の出荷始まる。国内産
の入荷は増えてくるが需要は減り、厳しい販売となる見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2023年見通し

オリエンタルユリは高知、宮崎、埼玉からの入荷。中旬は年末の返しとなる分が出荷さ
れ、数量は多くなる見込み。鉄砲は生産が減少しているため、相場の大きな崩れはない見
込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　３月２２日現在）

2018年 ３３，３６５ ４３８

実 2019年 ３０，０１４ ４５９

2020年 ３６，６５９ ４３０

績 2021年 ２２，１５８ ７０４

2022年 ２３，５２０ ７５５

２９，１４３ ５３２

２３，５００ ７５３

概
　
要

2018年 ４８，４２７ ２，５６４

実 2019年 ４３，０１４ ３，０３１

2020年 ４６，４５０ １，９３２

績 2021年 ４３，６２１ ３，０２６

2022年 ４１，９４０ ２，９５２

４４，６９０ ２，６８６

４１，８００ ２，９５５

概
　
要

2018年 ７５，４１３ １９０

実 2019年 ６４，６９９ ２１７

2020年 ７６，８５１ ２０５

績 2021年 ８３，３３２ ２５９

2022年 ８３，０３９ ２４６

７６，６６７ ２２５

８３，０００ ２４１

概
　
要

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年並か。中旬より徐々に入荷が増え始め、連休前の需要が高まる４月下旬よ
り急増する。
例年同様５号鉢が中心となるが、近年４号鉢以下の小鉢の需要も高くなっている。
今期も大輪の黄色、発色の良いピンクが引き合いが強くなると予想。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（45.2％）、２位埼玉
（21.9％）、３位新潟（9.9％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2023年見通し

５ヵ年平均

2023年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年より減少か。各種生産コストの上昇で生産調整があるが、４月上旬からは
小鉢中心に順調に入荷する見込み。相場は中値安定と予想されるが、入荷増の前半は需要
期前の為に安値が予想される。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（53.9％）、２位岐阜
（32.6％）、３位埼玉（5.3％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より若干減少か。新型コロナウィルスによる輸入制限も緩和され、苗の供
給も安定している。しかし、円安の影響や航空運賃の上昇によりコストがかなりかかって
いる。また、エアコンで温度管理をしていることにより、電気代がかなりかさんでいる。
大輪の生産量は安定しているが、近年単価の伸び悩みが続くミディーは減る見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（57.0％）、２位静岡
（9.0％）、３位熊本（7.8％）となっている。

５ヵ年平均

2023年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2018年 １９１，１２８ ７７１

実 2019年 １６１，３３４ ８２３

2020年 ２２３，３５９ ８５３

績 2021年 ２５８，７２８ ９３９

2022年 ２６０，０６７ ９０８

２１８，９２３ ８６８

２６０，０００ ９０８

概
　
要

2018年 ２４，６０２ ３５６

実 2019年 １９，９７２ ３７０

2020年 ２０，６６１ ３６５

績 2021年 １７，５５２ ４４７

2022年 １７，００７ ４９１

１９，９５９ ４００

１７，０００ ４８８

概
　
要

2018年 １１７，７２３ ３４４

実 2019年 ８９，２４９ ３５２

2020年 １３３，２２１ ３４９

績 2021年 １４４，０８０ ４３７

2022年 １６８，５３８ ４９４

１３０，５６２ ４０５

１６８，０００ ４９４

概
　
要

カ
　
ー

　
ネ
　
ー

　
シ
　
ョ

　
ン

５ヵ年平均

ス
 
パ
 
テ
 
ィ

 
フ
 
ィ

 
ラ
 
ム

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヵ年平均

2023年見通し

　入荷量は前年並か。予定では委託品少な目で推移する予定の為、競売引き合いが強いと
予想される。３号～３．５号の作付減が予想され、引き合いが強くなると思われる。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（53.8％）、２位群馬
（18.1％）、３位埼玉（7.0％）となっている。

2023年見通し

　入荷量は前年より減少か。サイズは４号中心の入荷がメインとなり、出荷は４月中旬以
降から５月中旬までの入荷がメインになる見込み。寒波や原油価格の高騰も相まって出荷
時期が後ろに倒れ込み、４月の入荷量は前年より減少が要因か。コロナの巣籠需要も落ち
着きを見せているが、入荷量の減少も相まって注文の比率が上がり平均単価は昨年並と予
想する。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（50.3％）、２位静岡
（23.7％）、３位愛知（14.8％）となっている。

2023年見通し

　入荷量は前年より減少か。母の日が遅い分、出荷ピークが５月に集中する見込みであ
る。５号サイズが入荷の中心だが、４．５号や４号鉢での増産傾向もあり出荷は増える見
込みである。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（61.1％）、２位群馬
（9.2％）、３位埼玉（7.8％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №598

２０２３年４月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


